十万 円で 息子 を 殺さす 

_ —— 布 教師ら 三 名 逮捕 —— 

【青 森 発】 先月 二十 三日 東北 本線 小湊、 西 平 内 間 

(青森県 東津軽 郡) 線路 わきに 青森県 上 北 郡 天 間 

林 村 天 間 館、 無職 坪得衛 さん (四 一 ) の 死体が 発 

見され、 国警 青森県 本部と 小湊 地区 署は 他殺と み 

て 捜査 を 進め、 去る 八日、 主犯と して 青森県 東津 

軽 郡 小湊町 御嶽 教 教師 須藤正 雄 (二 五) を 検挙、 

さらに 十八 日朝 被害者の 実父で ある 上 北 郡 天 間 林 

村 天 間 館、 民生委員、 農 坪 得三郎 (六 一 ) と 得 三 



郎を須 藤に 紹介した 同、 行商 坪 勇太郎 さん 妻 御嶽 

教 信者 しげ (五 〇) を 逮捕した。 …… 

—— (朝日 新聞 五月 十九 日 夕刊) —— 

子 を 捨てたがる 父 

公安 委員の 山 田 平作 は 夜になる の を 待って 町の 警察 

へ 出頭した。 長男 不一 一男が ャミ であ げられ ていたから 

である。 

「ご苦労さまです」 

署長が 気の毒 そうに 彼 を 迎えた。 不一 一男が 警察の 世 



平作 はかね てこの 世評に 腹 を 立てて いると ころへ、 

署長が 不二 男 君に ョメ を、 と 云った もの だから、 面白 

くない。 

「あんな 奴の ョメ になる 女が いるもので すかい。 なり 

たいとい う 女が あれば、 色キチ ガイ さね」 

腹立ち まぎれに、 百年の 仇敵 を 呪うよう な こと を 眩 

いた。 

と、 そのと き 平作 は 警察の 奥から 賑やかな 音が 起つ 

ている のに 気がついた。 

「ナム 妙法蓮華経。 ナム 妙法蓮華経。 ナム 妙法蓮華経 _ 

ナム 妙法 …… 」 



キ 印の 娘 ヤス 子 (当年 十八 歳) を 一室に 監禁し、 食事 

を 与えず チョウ チヤ ク して 死に 至ら しめたと いう 事件 

である。 一 家の 者が 心 を 合せて 謀殺の 疑いが あつたが、 

これに 山の 神の 行者お 加久 がー 枚 加わって いる。 ヤス 

子に 憑いて いる 狐 を 落して やる と 云って、 十日 間 も 泊 

りこんで 祈った。 ヤス 子に 食事 を 与えなかった の も、 

後手に いましめて チョウ チヤ ク したの も、 狐 を 落す た 

さ しが ね 

めと いうお 加 久の指 金 だ つたと いう 町の 噂で あ つ た。 

「ところが 取り調べて みると、 どうやら、 そうじゃな 

いんです よ。 お 加久の 所業と 見せかけて 罪 をまぬ がれ 

ようとい う 甚兵衛 一家の 深い 企みが あるので す。 お 加 



ちょ ッと 渋皮の むけた 女。 なにかと 噂の たえない 人物 

である。 

「不一 一男が 来て るだろう」 

「来て ません よ」 

「フン。 誰と ねて た？ 奥の 男 は 誰 だい？」 

「誰も 来て やしないよ」 

「ほんと か。 上ッて 見る ぞ」 

「ええ、 どうぞ。 あんま リ人を 侮辱し ないで 下さいよ- 

近所 隣り が ある こと だから」 

「御 近所 は、 もう 慣れ ッ こだ」 小 野 はいきな りズ カズ 

力 上り こんだ。 ガラリ と フス マ を あける と、 奥 は 一部 



不二 男のお かげで、 わが 家が メ チヤ/ \ になる よう 

な 気がした。 終戦後、 二 町歩の 田畑 を 五町 歩に ふやし、 

山林 も 買いつ け、 町で は 押し も 押され もしない 歴 とし 

た 旦那の 一人と なり、 公安 委員に もな つたのに、 不二 

男のお かげで、 とかく 人々 の 尊敬が うすい。 

「せ つ かく ォレが これほどの 身代 を 築き あげたのに、 

あの 野郎が いるば かりに …… 」 

平作の ハラワ タは 煮える よう だ。 彼の 望み は 大きい。 

彼の 眼中に 新しい 農地法 なぞ はない。 彼の 頭に しみつ 

いている の は、 昔からの 農村 伝説 だ。 

太陽が こッ ちの 山からで てぁッ ちの 山へ 沈む までの 



土地 を そっくり 我が物と し、 鶏が トキ をつ くるた びに 

黄金が 一 升ず つ ふえてい くような 分限者に なりたい の 

だ。 そして 人々 に 百姓の 王様と 仰がれ、 彼が 野良 を 歩 

くと、 案山子 以外の 全ての 人間が 泥の 中へ うずくまつ 

て 土下座す る。 見渡す 全ての ミノ リも、 全ての 山々 の 

緑 も、 彼 自身の ものである。 

r ォレが ママに ならな いのは 太陽 だけ だ。 人間の ウジ 

ムシ ども なぞが、 ォレに ォソレ 多く も 話しかける こと 

もで きないよ うになら なくち ゃァ …… 」 

夢の ような こと を 考える。 ふと 我に かえると、 夢 を 

裏切る 現実に、 まず 何よりも ハラワ タが 煮えた つの は 



ぶって 寝て ろ- 

平作 はお 加 久と兵 頭 を 馬小屋へ 連れ こんだ。 

もともと 平作が なぜ お 加久を わが 家へ 連れ こむ 気持 

になった かとい うと、 不二 男の 性根 を 直そうと いう 考 

えじゃなくて、 甚兵衛 の ゥチで 起った 事件に ヒント を 

得た せいな ので ある。 

不二 男が お 加久の 信者に なった ときいて、 こいつ は 

シ メタと 考えた。 

平作 は 新興宗教 なぞに 特に 関心 はもた ないから、 教 

袓 だの 行者 なぞと いう もの を、 ただの 人間、 むしろ ゥ 

ジ ムシと 考えて いる。 易者 はお 客を妄 者と よぶ そうだ 



たかと 思うよう な 能筆で ある。 捜査 はやり 直しと いう 

ことにな つたが、 被害者の 身許 は 判明した し、 証拠の 

手紙が あるから、 犯人の 所在 はき わめて 限定され てい 

る。 ヒサ をめ ぐる 男 を 洗って 行けば よい。 ところが、 

ヒサの 情夫 を しらべて みると、 みんな アリバイが ある _ 

みんな カツ ギ屋 のこと だから、 それぞれ 当日の 所在に 

は ハツ キリした 証人が あげられ るので ある。 

小 野 刑事 は 考えた。 

「そうだ。 男 を 迎えに だすと 書いて ある。 情夫が 迎え 

にで る わけはな いから、 迎えに でた 男と いうの は 情夫 

のうちの 誰でもない 別の 人間で なければ ならぬ」 



てること になつ ていたの である。 

平作 は 捕えられ たが、 黙秘権 を 行使して 一 言 も 物 を 

云わない。 たぶん 彼 はこの 世で 実現で きなかった 夢 を 

牢屋の 中へ 持ち こんでいる のだろう。 むしろ 牢屋の 中 

での 方が、 彼の 夢 は 実現し 易い のか も 知れない。 

「ォレ は 王様 だ。 王様 を牢 にと じこめ ると は 何事 だ」 

彼 は 時々 格子に しがみついて、 歯ぎ しりして 叫んで 

、， 'るそう である。 
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